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ている（Loope et al., 1988）。たとえば、ノヤギによる木本種の実生、草本種への採食や踏
圧は、植生の後退、裸地化を引き起こす（Coblentz 1978; Hamann, 1993）。このようなノ
ヤギによる生態系の機能の劣化を阻止し、回復させるために、多くの島嶼においてノヤギ








異なることが多い（Hiradate et al., 2007）。その結果、新たな出現した下層土壌における植
物の一次生産や定着できる植物の種構成も変化する可能性がある。また、ノヤギなど外来
哺乳動物の駆除は、海鳥の営巣の回復を引き起こす（Jones, 2010; Brodier et al., 2011）。こ
れは、ノヤギの踏圧によって阻害されていた海鳥の営巣が、ノヤギの駆除後、回復したた
めであると考えられる。海鳥の営巣は、海鳥の排泄物、卵、吐き戻し、死体を介して土壌
に栄養塩を供給する（Anderson & Polis, 1999; Fukami et al., 2006;）。一方で、海鳥の営巣
は、その踏圧によって営巣地の植生や土壌を物理的に攪乱する（Roverts et al., 2007; 



















加とも矛盾しない（Hata et al., 2007）。











媒島の北西部を 600 個の 25×25 m のグリッドに区切り、その中からランダムに 86 個を
選択した。2010 年 7 月に選択したグリッドの中心部で最も優占している植物種を記載後、
0.3×0.3 m の範囲の植物の地上部を刈り取った。また、刈り取った跡において、リターや
分解中の有機物を除外したうえで土壌を 500 mL サンプリングした。
海鳥の営巣の有無を評価するために、上記の植物の地上部と土壌のサンプリング地点か













サンプリング地点の地形は、地理情報システム（GIS）ソフト（Arc GIS 9.3 software, 
ESRI, Redlands, California）を用いて、尾根、斜面、谷の 3 つに区分した。この区分の評
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した。各対の関係の解析方法は表 1 のとおりである。解析には総計解析ソフト R ver. 3.0.1







C N P E L S V T





1991 年の景観（L） F F




植生の地上部バイオマス g/0.09 m2 0–3.4 × 1038
土壌中の全炭素量 % 0–100
土壌中の全窒素量 % 0–100
土壌中の有効態リン酸量 mg/100 g 0–10,000
土壌の置換酸度 me/kg 0–3.4 × 1038
1991 年の景観 二値（裸地：0、草地：1） 0–1
2010 年の海鳥の営巣 二値（営巣なし：0、営巣あり：1） 0–1
2010 年の植生の優占種 二値（コウライシバ：0、その他：1） 0–1
地形 二値（谷、斜面：0、尾根：1） 0–1





















































r = 0.31, p = 0.003
(a) (b)
(c) (d)
r = 0.31, p = 0.003
r = -0.003, p = 0.981 r = -0.33, p = 0.002
図 1　植生の地上部バイオマスと（a）土壌中の全炭素量、（b）全窒素量、
（c）有効態リン酸量、（d）土壌の置換酸度との関係











バが優占する植生に偏っていた（Fisher の正確確率検定、p < 0.01）。また、海鳥の営巣は、
















裸地 草地 営巣なし 営巣あり
地上部バイオマス（g/0.09m2） 45.6±9.4 87.1±7.1 *** 73.5±6.1 87.8±16.4 n.s.
全炭素量（%） 1.6±0.3 2.5±0.1 *** 2.0±0.1 3.1±0.3 ***
全窒素量（%） 0.1±0.02 0.2±0.01 *** 0.2±0.01 0.3±0.03 ***
有効態リン酸量（mg/100g 乾土） 13.8±7.0 22.7±4.0 n.s. 10.6±1.7 51.6±11.0 ***
置換酸度（me/kg） 14.4±3.3 3.1±0.7 *** 5.6±1.1 6.9±2.9 n.s.
平均値 ± 標準誤差を示す。
***：p < 0.001、n.s.：p < 0.05 































0.32 ± 0.09 
-0.44 ± 0.09 







その 95% の信頼区間に 0 が含まれなかったパスの直接効果（間接効果）の平均値 ± 標準偏差であ
る。実線は直接効果のみ、点線は間接効果のみ、破線は直接効果と間接効果の両方を含むパスを示す。
双方向の矢印は相関関係を示す。




















（Roverts et al., 2007; Grant-Hoffman et al., 2010）や、排泄物に含まれる毒性物質（Ishida, 





















al., 2009; Bellingham et al., 2010）や外来植物の侵入による在来植物の定着阻害（Stone et 










年に Ecosystems に掲載された Hata et al.（2014a）と Pacific Conservation Biology に掲載
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